
 

 

いつも身近な存在でありたいと思っています 

皆さまこんにちは、社長の近藤です。2月16日

に毎年恒例の感謝の集いを開催しました。今年は

節目となる50周年でもあり、お客様と社員の家

族も合わせて274名の方にお越しいただきまし

た。多くの皆様のご支援があっての50年であ

り、この場を借りて改めて御礼を申し上げます。 

遠方からも多数お越しいただき、ご参加された

方からは「来てよかった」「招待してくれてあり

がとう」「とても良かったよ」などお褒めの言葉

も多くいただきました。 

今回の感謝の集いは３部構成で行い、第１部で

は弊社より経営方針や今期計画などをお話しさせ

ていただきました。そして第２部では、アリババ

株式会社の香山社長とアルマ・クリエイション株

式会社の神田社長にご登場いただきました。この

お２人のお話を同時に聞く機会は滅多にないです

し、私自身も多く

を学ばせていただ

きました。 

「不易流行」と言う言葉がありますが、まさに

このお２人のお話は、時流を捉え未来を予測し、

そこから今をどう捉えどのように行動するかと言

う、まさにバックキャストの視点でした。 

そして一方では、本質的な部分であり、時代が

変わっても不易である、理念や目的の大切さを強

く認識する機会でもありました。 

創業者である現会長が、50年前に起業し、自動

車リサイクル業と言う基盤を構築し、社会に認め

られる事業にしてくれ、整えてくれた舞台が今こ

こにあります。その舞台で会社の宝である社員の

みんなと心を1つにして、新たな循環産業を構築

したいと思っています。そしてその事業が世の中

に必要とされ、世界の地球環境に貢献できるよ

う、これからも邁進していきます。 

 2月16日 感謝の集い 



 

 

  農業の取り組み ～農業事業部より～【いのちのもとにふれる!!】 

  

 こんにちは！2月16日に開催された弊社の「感謝の集い」第3部の懇親パーティーで、な、な、

なんと、しあわせのトマトがテーブルに彩りを添えました！しかも、２つのメニューに登場！ 

 北陸を代表するホテルであるホテル日航金沢様と会宝農園のスペシャルなコラボレーション！！一流の

シェフが手がけてくれたおかげで、トマトの甘さと旨みが引き立ち、お客様だけでなく、社員のご家族に

も喜んでいただきました！ 

 パーティーが終わった後、シェフの方から「私たち料理人にとりまして、なによりも素材が一番で、さ

らに生産者の方々がいるから良い素材が頂けるものと感謝しております。会宝産業のアイコは肉厚で糖度

も高く、ポテンシェルの高い素材でしたし、バックボーンもしっかりしている事も承知しておりました

が、近藤会長の熱い思いもお伺いすることができ、さらにその素材

の魅力を深く感じ、私にとりましても貴重な経験となりました。」

というメッセージをいただきました。 

 素材に対する敬意を持ってくださる方々にお料理してもらえるの

も生産者として、大きな喜びであります！これからも多くのみなさ

まに喜んでいただけるトマト作りに励んでいきます！ 

（担当：田中） 

☆年中食卓に笑顔をお届けするために、寒い冬もしあわせのトマトは実っています！！

http://agribalance.jp/ 

 こんにちは！千葉営業所の柳澤です。昨年の9月にUAEにある弊社子会社の

KMEより帰任し、千葉県四街道市の千葉営業所へ配属となりました。 

 千葉営業所ではコンテナの積み込み、エンジン整理など倉庫業務を担当してい

ます。UAEでは約4年間駐在していたため、新しい環境での仕事に毎日新鮮さを

感じています。現場仕事をするのも4年ぶりで当初はエンジンをうまく吊れません

でしたが、毎朝7時より30分間エンジン吊り勉強会を行い、技術が向上してきま

した。今では多くのエンジンを安全に吊ることが出来る様になりました。慣れな

かったフォークリフトの運転も少しずつ向上してきて、コンテナへの積み込みや

搬出などで狙ったところにピタッと商品を積み込めたときは嬉しいですね。 

 四街道には海外のバイヤーさんが多くいます。中東に限らずロシア、アフリ

カ、タイのお客様もおり、UAEよりも多彩さを感じます。その国々のお客様に

UAEの生活で少しだけ覚えたウルドゥー語、ペルシャ語、アラビア語などで簡単

な挨拶をすると喜んでくれる方も

多いので楽しいですね。多くの出

会いがある四街道での生活を楽し

んでいます。 

 

 

   農業の取り組み ～農業事業部より～【 スペシャルコラボ！！ 】 

 



 

 

 
   今月のパチリ☆ 

    

 こんにちは。2月16日に開催いたしました“感謝の集い”は会社の冬

の一大イベントです。社員は役割担当があります。運営統括、発表者、

司会、受付、書籍販売、誘導、カメラ、撮影、パソコン担当など。仕事

が終わった後に、遅くまで準備に取り掛かる日もありました。 

 当日は、お客様に良い時間を過ごしていただくためにも、笑顔を忘れ

ずにという気持ちでお客様をお迎えいたしました。帰り際、お客様から

“良かった”とお言葉をたくさん頂きました。至らない点もありました

が最後は達成感のような嬉しい感動がありまし

た。来年は今年以上にお客様に感動をご提供で

きる“感謝の集い”にしていきます。 

（担当：宮村）                                 

社員海外レポート  

皆様こんにちは。Kaiho Middle Eastの畳谷です。 

今回は近況報告と8月に向けてのシャルジャマーケットについてお話しさせて頂きます。 

2月のKMEは、多くの固定客と新規のお客様に恵まれ、盛り上がりました。要因としては、アル

ミニウムの取引単価上昇が挙げられます。 

思えば昨年の10月後半は2,000(ﾄﾞﾙ/t)を下まわったことでリサイクル商品の販売価格下落や流

札が目立ちました。その後、今年の1月初めに1,773(ﾄﾞﾙ/t)を最安値としましたが現在は、1,900

(ﾄﾞﾙ/t)を行き来するかたちで回復してきております。 

それに比例して、60%ほどのお客様がオークションに戻ってきていただけました。 

KMEでは、6月の4日間（6/4～6/7）のラマダンと8月の5日間(8/9～8/13)のイード休みに

向けてオークションの日程を調整しております。 

特に8月のイード休みは、多くのお客様が休暇に入り、市場販売価格は下落していくことが予想

されるため、KMEでは、7月31日(水)のオークションを最後に8月いっぱいはオークションの開催

をお休みさせていただく予定です。反対に7月の最終週まではシャルジャ市場に隣国を含め多くの

お客様が買い付けに訪れますので、販売が楽しみな時期となります。 

引き続き、たくさんの商品のご提供をお待ちしております！ 

From    

UAE  



 

 

 会宝産業株式会社 国内業務部 
 〒920-0209 金沢市東蚊爪町1丁目21-2 

 

車輌課 （車輌引取り・査定） 

TEL  076-237-5347 

FAX  076-237-1950 

Email : sales@kaiho.co.jp 

 ホームページもご覧ください。      

 http://kaihosangyo.jp/ 

 ご意見ご要望はこちらまで  

 soumu@kaiho.co.jp （担当：宮村） 

部品課 （部品注文/担当：大森・角島） 

TEL  076-237-5138 

FAX  076-237-6090 

Email : kokunai@kaiho.co.jp 

 弊社の取り組みが紹介された書籍が発行されましたので、ご紹介させていただきます。 

 著者は、毎年恒例の弊社のイベントである「感謝の集い」でも、８年連続で講演をしていただいている、

神田昌典氏が書かれた本で、「インパクトカンパニー」(PHP研究所)です。本の中で、「ローカル企業」や

「世界的プラットフォーマー」というようなキーワードと共に、紹介されています。 

 2/16に行われた感謝の集いでは、起こりうる未来を分かりやすくご説明いただいた上で、それでは今ど

うすべきなのかという問題提起と対策のヒントを参加者の皆さんに対して、講演をしていただきました。そ

んな神田様にご紹介いただけることは大変光栄であると共に、書籍自体もとても面白く勉強になる内容で

す。全国の書店の他、amazon等でも販売しております。是非ご覧ください。（担当：佐藤） 

 今月のトピックス       ～ 書籍の紹介 ～                  

  相場情報 ～生産部より～ 
 こんにちは、会宝産業の山口です。春の訪れと共に花粉のニュースも出るようになってきました。 

 今回は先月から滞在しているブラジルからの発信となります。ブラジルと言えば、1月25日に大手鉱滓

ダムが決壊事故を起こした事が記憶に新しいですが、実はこの決壊したダムの鉱山はブラジル有数の鉄鉱石

が取れる場所でもあり、今回の事故で世界的な鉄鉱石の値上がりを招いたとも言われています。また、この

事故の影響に加え鉄の輸入国であるトルコでも需要が伸び、日本

の鉄スクラップも海外に流出する流れとなりました。国内の電炉

は操業を維持するため、結果的に海外相場に合わせてスクラップ

鉄の価格を上げているのがここ1ヵ月の動きとなります。  

 ブラジルに話を戻しますが、現地では資源が豊富に存在する

為、鉄のスクラップは日本の3分の1程の価格で流通しているよう

です。また、日本では廃車になるような20年落ちのフィアットの

事故車もオークションで10万円以上の値がつくなど、なかなか日

本の常識が通用しない国だなと実感しております。 

 2019年2月実績 

 入庫台数 773台          

 処理台数 760台     

2/16の講演会の様子 

単位：円 単位：円 


